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特長 

 デジタル マルチプレクサ   

 デジタル デマルチプレクサ 

 最大 16チャネル  

概要説明 

マルチプレクサ コンポーネントは、n コントローラの入力のうち 1つを選択します。デマルチプレクサ コンポーネントは、

1つの信号を n個の出力へ接続するために使用します。 

マルチプレクサ コンポーネントは、ハードウェアの制御信号に基づいて、1つの出力を提供する 2 ～ 16 のマルチプ

レクサ入力を実行します。デマルチプレクサ コンポーネントは、ハードウェアの制御信号に基づいて、1つの入力か

ら 2 ～ 16のデマルチプレクサ出力を実行します。1回に接続できるのは 1つの入力または出力だけです。 

マルチプレクサを使用する場合 

マルチプレクサとデマルチプレクサ コンポーネントは、ファームウェアやハードウェア制御下でデジタル信号にダイナミッ

クなルーティングが必要な場合に使用します。もっとも一般的な制御方法は、バスを用いてマルチプレクサの選択

信号を制御レジスタに接続する方法です。この接続を行うと、制御レジスタは、マルチプレクサ・デマルチプレクサ

用の入力や出力を選択するために使用できます。別のオプションとしては、ハードウェアの制御ロジックから選択

信号を操作して、ダイナミックなハードウェアルーティングを提供する方法もあります。 

デジタルマルチプレクサおよびデマルチプレクサ 
1.10 
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入出力接続 

このセクションでは、マルチプレクサおよびデマルチプレクサ用の入力および出力接続について説明します。I/O リス

トのアスタリスク (*) は、I/O が、その I/O の説明でリストされている条件において、シンボルに隠れている可能性が

あることを示します。 

マルチプレクサ 

0-n – 入力 

マルチプレクサへの入力。選択信号に基づいて、入力のうちの 1つだけが出力にルーティングされます。入力数は

マルチプレクサのサイズによって異なります。 

出力 0 

選択入力によって作動するマルチプレクサからの出力。 

選択 – 入力 

マルチプレクサのソースとしての入力、あるいはデマルチプレクサの行き先としての出力を選択します。選択入力の

幅は、入力と出力の数によって異なります。 

デマルチプレクサ 

0 – 入力 

「n」出力のいずれか 1 つにルーティングされるデマルチプレクサへ入力します。 

出力 0-n 

デマルチプレクサからの出力。このうち 1つだけが選択入力に基づいて作動します。出力数はデマルチプレクサの

サイズによって異なります。出力数は、2 のべき乗でなければなりません。すべての出力は接続されていなければ

なりません。 

選択 – 入力 

マルチプレクサのソースとしての入力、あるいはデマルチプレクサの行き先としての出力を選択します。選択入力の

幅は、入力と出力の数によって異なります。 
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コンポーネント・パラメータ 

マルチプレクサまたはデマルチプレクサをデザイン上にドラッグし、ダブルクリックして Configure ダイアログを開きま

す。 

マルチプレクサ 

図 1. マルチプレクサ ダイアログの設定 

 

 

マルチプレクサには、以下のパラメータがあります。 

NumInputTerminals 

このパラメータはマルチプレクサの入力数を指定します。デフォルトは 4 です。使用可能な値は、2、4、8、16で、

これに対応する選択入力幅は 1、2、3、4です。未使用の入力ピンはフローティングのままになり、選択された場

合は「0」として解釈されます。 

TerminalWidth 

パラレル マルチプレクサのアレイを作ることができます。これは入力と出力がバスである場合に便利です。このパラ

メータは入力のバス幅を指定します。デフォルトは 1 です。有効な値の範囲は、 1 ～ 32 です。選択入力の幅は、

このパラメータからの影響を受けません。 



デジタル マルチプレクサとデマルチプレクサ PSoC
®
 Creator™ コンポーネント・データシート 

 Page 4 of 7 Document Number: 001-79808 Rev. ** 

デマルチプレクサ 

図 2. Configure Demultiplexer(デマルチプレクサの設定) ダイアログ 

 

 

デマルチプレクサには、以下のパラメータがあります。 

NumOutputTerminals 

このパラメータはデマルチプレクサの出力数を決定します。デフォルトは 4 です。使用可能な値は、2、4、8、16で、

これに対応する選択入力幅は1、2、3、4です。使用していない出力端子はフローティングのままになることがあり

ます。 

TerminalWidth 

パラレル デマルチプレクサのアレイを作ることができます。これは出力がバスの場合に便利です。このパラメータは

出力のバス幅を定義します。デフォルトは 1 です。有効な値の範囲は、 1 ～ 32 です。選択入力の幅は、このパ

ラメータからの影響を受けません。 

リソース 

デマルチプレクサとデマルチプレクサは、マクロセルの論理方程式を用いて実装されます。コンポーネントのサイズと

幅の論理式でサイズが決定します。すなわち、マクロセル数が決定することになります。 
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ファームウェア・ソースコードのサンプル 

PSoC Creator は、[Find Example Project （サンプルプロジェクトを検索）] ダイアログに多数のサンプルプロジェ

クトを提供しており、そこには回路図およびサンプル コードが含まれています。コンポーネント固有の例を見るには、

[Component Catalog ] または回路図に置いたコンポーネント インスタンスからダイアログを開きます。一般例に

ついては、[Start Page] または [File （ファイル）] メニューからダイアログを開きます。必要に応じてダイアログにある 

Filter Options を使用し、選択できるプロジェクトのリストを絞り込みます。 

詳しくは、PSoC Creator ヘルプの「Find Example Project （サンプルプロジェクトを検索）」を参照してください。 

機能説明 

マルチプレクサ 

マルチプレクサは、選択入力に基づいて、幾つかの入力のうち 1つを選択します。真理値表の「X」の文字は、入

力が出力に影響しないことを示します。 

表 1. 4つの入力を持つマルチプレクサの真理値表 

Select[1] Select[0] Input 3 Input 2 Input 1 Input 0 Output 

0 0 X X X 0 0 

0 0 X X X 1 1 

0 1 X X 0 X 0 

0 1 X X 1 X 1 

1 0 X 0 X X 0 

1 0 X 1 X X 1 

1 1 0 X X X 0 

1 1 1 X X X 1 
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デマルチプレクサ 

デマルチプレクサは、選択入力に基づいて、幾つかの出力のうち 1つを選択します。選択された出力の値は、入

力値です。選択されなかった出力の値は falseです。 

表 2. 4つの出力を持つデマルチプレクサの真理値表 

Select[1] Select[0] Input Output 3 Output 2 Output 1 Output 0 

0 0 0 0 0 0 0 

0 0 1 0 0 0 1 

0 1 0 0 0 0 0 

0 1 1 0 0 1 0 

1 0 0 0 0 0 0 

1 0 1 0 1 0 0 

1 1 0 0 0 0 0 

1 1 1 1 0 0 0 

DC 電気的特性と AC 電気的特性 
次の値は予想されるパフォーマンスを示唆したもので、初期の特性データに基づいています。下表に別途記述が

ない限り、すべて TA = 25 °C、VDD = 5.0 V になります。 

5.0-V/3.3-V DC電気的特性と AC電気的特性 

パラメータ 標準値 Min Max 単位 条件および注記 

Input 

  最大クロック速度 – – 67 MHz  



PSoC
®
 Creator™ コンポーネント・データシート デジタル マルチプレクサとデマルチプレクサ 

Document Number: 001-79808 Rev. ** Page 7 of 7  

コンポーネントの変更 

ここでは、過去のバージョンからコンポーネントに加えられた主な変更を示します。 

バージョン 変更の説明 変更の理由 / 影響 

1.10 シンボルが反転した時のデマルチプレクサとマルチプレク

サを区別するためのシンボルを更新。 

シンボルが反転した時のマルチプレクサとデマルチプレクサの外

観が同じであるため。 

マルチプレクサとデマルチプレクサの説明から区別するた

めにいくつかのデータシートを変更 

 

1.0.c データシートのマイナーな編集と更新  

1.0.b データシートのマイナーな編集と更新  

1.0.a ファームウェア制御のコンポーネントの例を示すために

データシートを更新。 

制御レジスタを用いたコンポーネントの実装方法を示すために

加えました。 
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